
沖
電
気
の
「
支
援
す
る
会
」
の
発
足
、
活
動
は
、
乙
れ
ま
で
の

「
守
る
会
」
活
動
の
経
験
、
伝
統
が
大
き
な
底
流
、
教
訓
と
な
っ

て
い
ま
す
。

「
守
る
会
」
運
動
の
原
形
は
松
川
事
件
に
あ
り
、
一
九
五
九
年

に
お
き
た
「
主
婦
と
生
活
社
」
争
議
で
の

「
守
る
会
」
は
、
労
働

運
動
で
の
最
初
で
し
た
。

戦
後
、
高
揚
し
て
き
た
労
働
運
動
は
、
四
五
年
の
レ
ッ
ド
パ
ー

ジ
に
よ
り
全
産
業
か
ら
一
万
二
千
人
の
組
合
活
動
家
が
職
場
を
追

放
さ
れ
、
大
き
な
打
撃
を
う
は
ま
レ
た
、
。
ま
た
、
レ
ッ
ド

・
パ

ー
ジ
に
対
し
大
衆
的
な
解
雇
撤
回
闘
争
が
組
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
労
働
運
動
は
暗
い
谷
間
の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
し

か
し
、
組
合
の
再
生
を
め
ざ
す
階
級
的
な
労
働
者
や
青
年
労
働
者

な
ど
に
よ
る
不
屈
な
活
動
に
よ
り
組
合
活
動
は
息
を
ふ
き
か
え
し

て
き
ま
し
た
。
五
四
年
、
近
江
絹
糸
の
女
子
労
働
者
は
、
社
長
の

前
時
代
的
な
ワ
ン
マ
ン
経
営
に
反
対
レ
「
仏
教
の
強
制
絶
対
反
対
、

結
婚
の
自
由
」
な
ど
の
要
求
を
揚
げ
長
期
の
争
議
を
闘
い
ま
し
た
。

泣
論
は
「
人
権
闘
争
」
と
し
て
支
援
し
、
全
国
に
大
き
な
反
響
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
無
権
利
に
お
か
れ
、
封
建
的
経
営

色
の
濃
い
「
証
券
取
引
所
」
は
じ
め
、
銀
行
や
中
小
企
業
に
波
及

レ
、
争
議
は
多
発
し
ま
し
た
。

こ
じ
ま
ひ
ろ
し
/一

九
二
七
年
、
群
馬
県
藤
岡
市
で
生
ま
れ
る
。

早
大
土
木
工
学
判
明
卒
。
一
九
四
九
年
、
横
浜
交
通
局
に
入
る
が
、

五
カ
月
で
レ
ッ
ド
パ
l
ジ
に
よ
り
首
切
り
。
一
九
五

O
年
、
都
電

の
軌
道
工
事
課
に
入
る
。
一
九
六
七

1
一
九
七

O
年
、
千
代
田
区

労
協
副
議
長
、
争
議
対
部
長
。
一
九
七
四
年
5
一
九
八
六
年
(
定

年
)
ま
で
東
京
都
労
働
組
合
連
合
会
(
都
労
連
)
の
常
任
執
行
委

員
と
し
て
、
地
方
財
政
対
策
部
長
、
法
対
部
長
を
担
当
。

「
守
る
会
」
運
動
で
は
、
報
知
、
三
菱
樹
脂

・
高
野
、
細
川
活

版
な
ど
、
数
多
く
の
労
働
争
議
を
下
か
ら
支
え
る
。
沖
電
気
争
議

で
は
、
解
雇
さ
れ
る
と
す
ぐ
に
「
支
援
す
る
会
」
の
組
織
化
に
尽

力
し
、
一
事
務
局
長
を
担
当
。

家
族
は
夫
人
と
、
娘
ば
か
り
四
人
の
六
人
家
族
で
、
東
京

・
調

布
に
在
住
。

翌
年
に
は
、
春
闘
が
発
足
レ
、
労
働
運
動
が
前
進
を
は
じ
め
、

ま
た
砂
川
の
農
民
は
「
心
に
抗
は
う
た
れ
な
い
。
」
と
砂
川
米
軍

基
池
怒
張
反
対
闘
争
を
枇
官
官
の
弾
圧
に
め
げ
ず
闘
い
、
戦
争
反
対
、

平
和
を
求
め
る
労
働
者
、
国
民
の
共
感
を
得
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

母
親
大
会
、
原
水
爆
禁
止
大
会
が
そ
れ
ぞ
れ
第
一
回
の
大
会
を
成

功
さ
せ
る
な
ど
、
労
働
運
動
、
平
和
運
動
、
民
主
々
義
の
運
動
は

高
湯
し
て
き
た
の
で
し
た
。

ζ
と
で
、
「
守
る
会
」
運
動
で
の
特

徴
的
な
運
動
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
す
。

先
駆
的
怒

川
川
被

松

る

会

」

松
川
事
件
は
、
日
本
の
労
働
運
動
史
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

事
件
で
す
。
事
件
の
性
格
が
労
働
運
動
を
断
圧
し
、
分
裂
さ
せ
る

た
め
の
謀
略
で
あ
り
、
被
告
の
無
罪
判
決
に
大
き
な
役
割
を
は
た

し
た
「
松
川
を
守
る
会
」
の
運
動
形
態
が
労
働
運
動
に
影
響
を
あ

た
え
た
か
ら
で
す
。

四
九
年
(
昭
和
二
四
年
)
八
月
十
七
日
、
福
島
県
松
川
駅
の
近

く
で
列
車
が
転
覆
し
、
乗
務
員
三
人
が
即
死
し
ま
し
た
。
事
件
発

生
の
翌
日
、
犯
人
に
つ
い
て
、
何
ん
ら
手
が
か
り
が
あ
か
ら
か
に

し
て
な
い
う
ち
に
、
政
府
は
「
三
鷹
事
件
と
思
想
的
底
流
に
お
い

て
同
じ
も
の
で
あ
る
」
と
言
明
し
、
国
労
、
東
芝
の
労
働
者
二
十

人
を
逮
捕
、
起
訴
レ
、
一
審
(
昭
和
二
五
年
)
で
死
刑
五
人
を
含

む
全
員
有
罪
、
二
審
(
昭
和
二
八
年
)
で
は
三
人
が
無
罪
に
な
り

ま
し
た
が
、
死
刑
囚
人
を
合
み
十
七
人
が
有
罪
の
判
決
を
う
け
ま

し
た
。

松
川
事
件
が
発
生
す
る
一
カ
月
前
の
七
月
、
下
山
国
鉄
総
裁
が

綾
瀬
駅
付
近
で
、
バ
ラ
バ
ラ
の
離
死
体
で
発
見
さ
れ
、
ま
た
、
三

鷹
駅
で
は
、
無
人
電
車
が
暴
走
し
六
人
の
死
者
を
出
す
な
ど
謀
略

的
な
事
件
が
お
き
ま
し
た
。
当
時
、
公
務
員
、
民
間
の
労
使
は
人

員
整
理
、
「
合
理
他
」
を
め
ぐ
っ
て
、
は
げ
し
い
闘
争
を
展
開
し

て
い
ま
し
た
。
政
府
、
資
本
家
は
、
下
山
、
三
鷹
、
松
川
な
ど
一

連
の
事
件
が
労
働
組
合
の
活
動
家
と
共
産
党
に
よ
る
仕
わ
ざ
だ

と
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
宣
伝
レ
、
組
合
を
強
圧
、
分
裂
さ
せ
企
業

整
備
が
成
功
し
ま
し
た
。

引
き
継
き
、
占
領
軍
の
指
導
で
全
産
業

で
レ
ッ
ド
パ

l
ジ
を
強
行
し
、
活
動
家
、
共
産
党
員
を
追
放
レ
、

労
働
運
動
の
指
導
権
は
労
使
協
調
の
民
間
指
導
部
が
握
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
昭
和
二
五
年
に
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
レ
ま
し
た
。

事
件
直
後
、
被
告
や
家
族
が
「
無
罪
」
を
多
く
の
人
達
や
組
合

に
訴
え
て
も
、
支
援
し
て
く
れ
る
者
は
な
く
、
孤
立
無
援
の
状
態

が
続
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
被
告
は
獄
中
か
ら
根
気
よ
く

「
無
罪

釈
放
百
万
人
署
名
」
を
訴
え
、

家
族
も
職
を
奪
わ
れ
、
家
な
ど
を

売
る
苦
し
い
生
活
の
中
で
全
国
に
無
罪
を
訴
え
歩
き
ま
し
た
。
困

難
な
時
期
に
活
動
を
支
え
た
の
は
「
松
川
を
守
る
会
」
の
仲
間
で

し
た
。

「
守
る
会
」
が
最
初
に
つ
く
ら
れ
た
の
は
、
清
瀬
市
で
の

結
核
療
養
所
の
結
核
患
者
で
し
た
。
当
時
の
結
核
は
不
治
の
病
と

さ
れ
、
「
死
」
を
宣
告
さ
れ
た
の
も
同
様
で
、
毎
日
「
死
」
と
む

き
合
っ
て
生
き
て
い
ま
し
た
。
「
死
」
を
は
さ
ん
で
死
刑
因
と
共

通
す
る
も
の
が

b
り
、
患
者
は
文
通
を
か
わ
し
無
罪
を
確
信
レ
、

学
習
会
、
交
流
会
な
ど
を
通
じ
、
救
援
の
活
動
を
は
じ
め
ま
レ
た
。

ま
た
、
広
津
和
朗
、
志
賀
直
哉
、

川
端
康
成
、
井
伏
鱒
二
氏
な
ど

の
救
援
や
「
守
る
会
」

が
全
国
の
地
域

・
職
場
に
つ
く
ら
れ
ま
し

た

労
働
運
動
で
初
一
波
山

「
主
婦
J

と
生
活
社
」
守
る
会

五
九
年
(
昭
和
三
四
年
)
二
月
、
組
合
結
成
一
年
目
を
迎
え
た

「
主
婦
と
生
活
社
労
働
組
合
」
に
対
レ
、
会
社
は
組
合
つ
ぶ
し
を
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狙
い
、
副
委
員
長
(
女
性
)
の
配
転
を
提
示
し
、

ζ
れ
を
拒
否
し

た
組
合
に
対
し
会
社
は
組
合
幹
部
の
解
雇
を
通
告
し
、
さ
ら
に
暴

力
団
を
採
用
し
、
暴
力
で
弾
圧
し
、
加
え
て
、

経
察
は
会
社
に
協

力
し
、
暴
力
行
為
を
黙
認
し
、
組
合
活
動
に
介
入
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
三
一
八
日
間
の
血
み
ど
ろ
の
争
議
と
な
り
ま
し
た
。

争
議
発
生
時
に
、
組
合
同
開
政
は
わ
ず
か
一
万
八
千
円

(
当
時
の
国

家
公
務
員
の
平
均
月
収
二
万
円
)
組
合
員
は
、
社
員
の
半
数
に
も

た
り
な
い
数
十
名
と
い
う
状
態
で
し
た
。
争
議
発
生
後
、
主
婦
と

生
活
社
労
組
の
支
援
要
請
を
う
け
た
、
千
代
田
区
労
協
は
役
員
を

配
置
レ
、
組
合
員
に
支
援
参
加
や
五
十
円
カ
ン
パ
を
訴
え
る
な
ど
、

支
援
に
全
力
投
球
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ζ
の
争
識
を
勝
利
さ
せ
る

た
め
、
職
場
、
地
域
の
労
働
者
に
よ
っ
て
「
主
婦
と
生
活
労
組
を

守
る
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
「
松
川
を
守
る
会
」
の
活
動
を

つ
づ
け
て
い
た
職
場
地
域
の
労
働
者
を
中
心
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ

ま
レ
た
。
と
く
に
、
千
代
田
区
内
に
は
「
松
川
守
る
会
」
の
労
働
者
会
員

が
多
く
、
救
援
活
動
の
中
心
で
レ
た
。
こ
の
会
員
が
争
議
に
か
け

つ
け
、
勝
利
す
る
た
め
「
松
川
守
る
会
」
の
経
験
を
も
と
に
、
地

域
、
産
別
の
労
働
者
を
中
心
に
「
守
る
会
」
を
結
成
し
ま
し
た
。

「
守
る
会
」
は
企
業
や
労
働
組
合
の
枠
を
こ
え
結
集
し
た
会
員
が

自
発
的
に
参
加
し
、
署
名
活
動
、
カ
ン
パ
、
集
会
な
ど
の
行
動
に

献
身
的
に
参
加
す
る
「
箪
の
恨
」
運
動
で
し
た
。
会
員
は
、
長
期

の
闘
い
を
下
か
ら
支
え
、
争
議
団
や
支
援
団
体
の
人
達
の
魂
を
ゆ

り
動
か
し
ま
し
た
。

ま
た
、

ζ
の
活
動
が
、

全
印
総
連
、
出
版
労
連
の
産
業
共
闘
を

生
み
出
す
契
機
と
な
り
、
地
域
と
産
別
の
共
闘
に
よ
り
運
動
も
前

進
し、

総
評
、
地
評
も
支
援
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
六
十
年
安
保

闘
争
、
三
池
争
議
と
も
結
合
し
、
全
国
的
な
規
模
の
闘
い
に
発
展

し
ま
し
た
。
主
婦
と
生
活
社
争
議
の
記
録
『
縄
ば
し
ご
と
鉄
か
ぶ

と
』
に
は
「
守
る
会
は
ζ
の
運
動
を
通
じ
て
、
職
場
、
地
域
の
活

動
家
を
中
心
に
幅
広
い
統
一
戦
線
を
組
織
レ
た
。

日
本
の
労
働
運

動
の
全
く
新
し
い
戦
術
の
芽
ば
え
で
あ
っ
た
」
と
記
録
し
て
い
ま

す。
ζ
の
経
験
は
、
=
一
井
三
池
闘
争
支
援
の
「
一
二
池
を
守
る
会
」
や

中
小
企
業
、
未
組
織
労
働
者
な
ど
の
人
た
ち
の
争
議
に
引
き
継
が

れ
、
レ
ッ
ド
パ
1
ジ
以
降
の
労
働
運
動
に
闘
う
展
望
の
道
を
示
し

て
く
れ
ま
レ
た
。

レ
ッ
ド
パ
!
ジ
後
、
困
難
な
闘
い
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
解

雇
者
は
、

「
守
る
会
」

で
の
経
験
を
吸
収
し
、

「
守
る
会
」
「
共

闘
会
議
」
を
結
成
し
、
広
範
な
戦
線
を
構
築
し
、
闘
う
伸
聞
に
支

え
ら
れ
る
体
制
を
つ
く
り
出
し
、
敵
を
大
き
く
社
会
的
に
包
囲
さ

せ
る
高
度
な
戦
術
を
あ
み
出
し
、
勝
利
の
展
望
を
切
り
開
く
確
信

を
も
ち
ま
し
た
。

目
置
の
u

一
人
争
議

山

にJ
也
市
守
る
会
」

争
議
の
中
で
生
ま
れ
た
「
守
る
会
」
は
ζ
れ
ま
で
困
難
な
状
態

に
お
か
れ
て
い
た

「
ひ
と
り
争
議
」
に
、
と
く
に
大
き
な
影
響
を

あ
た
え
ま
し
た
。

六
0
年
代
、
日
本
電
気
で
は
、
暗
い
職
場
を
変
え
る
た
め
、
若

い
労
働
者
を
中
心
に
う
た
と
え
や
学
習
会
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動

が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
栗
橋
伸
次
郎
氏
(
現
・
日
本
共

産
党
港
区
議
)
は
サ
ー
ク
ル
の
中
心
的
活
動
家
で
し
た
。
彼
は
、

低
賃
金
と
劣
悪
な
労
働
条
件
を
改
善
す
る
た
め
、
組
合
の
活
動
に

参
加
し
て
い
ま
し
た
。
六
二
年
二
月
、
突
然
、
会
社
は
広
島
に
転

勤
を
命
じ
て
き
ま
し
た
。
栗
橋
氏
は
当
時
、
六
人
家
族
で
妹
さ
ん

は
重
病
で
自
宅
療
養
を
続
け
て
お
り
、
母
親
は
そ
の
看
病
疲
れ
の

た
め
寝
込
み
、
兄
は
難
病
と
い
わ
れ
る
パ
l
キ
ソ
ン
氏
病
。
栗
橋

氏
は
三
人
の
病
人
と
家
族
の
面
倒
を
み
な
が
ら
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。
あ
き
ら
か
に
サ
ー
ク
ル
つ
ぶ
し
と
栗
橋
氏
追
い
出
し
の
配
転

で
し
た
。

転
勤
を
撤
回
す
る
よ
う
会
社
に
申
し
入
れ
、
ま
た
、
組
合
に
も

協
力
を
願
っ
た
が
、
拒
否
さ
れ
、
一
方
的
に
解
雇
を
通
告
さ
れ
ま

し
た
。
組
合
に
も
支
援
さ
れ
ず
、
困
難
な
環
境
の
中
で
の
闘
い
に
、

臼
胃
、

電
機
産
業
や
地
域
の
労
働
者
は
「
日
電
栗
橋
守
る
会
」
を

結
成
し
、
財
政
援
助
、
ビ
ラ
ま
き
、
多
く
の
労
働
組
合
に
支
援
要

請
す
る
な
ど
手
弁
当
で
活
動
し
、
運
動
が
大
き
く
発
展
し
て
き
ま

し
た
。七
O
年
三
月
、
九
年
間
の
闘
い
の
の
ち
、
勝
利
の
和
解
で
決
着

レ
ま
し
た
。
栗
橋
氏
に
よ
る
と
、
日
電
も
レ
ッ
ド
パ
l
ジ
と
企
業

整
備
で
四
千
人
の
労
働
者
が
職
場
か
ら
不
当
に
も
追
い
出
さ
れ
ま

し
た
。

日
電
で
レ
ッ
ド
パ
l
ジ
を
う
け
た
ひ
と
り
の
人
が
、
栗
橋
氏
の

「
支
援
す
る
会
」
の
結
成
に
協
力
し
ま
し
た
。

そ
の
人
は
当
時
、

『会
社
の
不
当
な
解
雇
に
大
衆
的
な
運
動
が
組
め
ず
、

会
社
の
思

い
の
ま
ま
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
乙
の
く
や
し
い
思
い
を
く
り
か

え
さ
な
い
た
め
、
自
覚
的
な
労
働
者
を
中
心
に
長
期
に
な
る
争
議

に
勝
利
す
る
た
め
「
守
る
会
」
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
』
と
精
力

的
な
活
動
を
し
て
く
れ
た
と
諮
り
ま
し
た
。

巨
象
を
織
が
倒
似
た

一一
一一
菱
盛
岡
野
争
議

六
三
年
、
三
菱
樹
脂
に
入
社
し
た
高
野
君
は
試
用
期
聞
が
終
る

と
同
時
に
会
社
か
ら
「
学
生
運
動
を
か
く
し
て
い
た
」
ζ
と
を
理

由
に
本
採
用
を
拒
否
さ
れ
た
。
翌
年
千
代
田
区
労
協
の
協
力
を
得

て
区
内
の
労
働
者
や
三
菱
の
仲
間
を
中
心
に
「
三
菱
樹
脂
高
野
君

を
守
る
会
」
を
結
成
し
「
三
菱
独
占
は
民
主
主
義
の
梗
幹
で
あ
る

思
想
、
信
条
の
自
由
を
ふ
み
に
じ
っ
た
」
と
、
広
く
世
論
に
訴
え

ま
し
た
。
裁
判
は
地
裁
と
高
裁
で
勝
利
レ
た
が
、
七
三
年
最
高
裁

で
は
敗
訴
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
野
君
の
支
援
を
決
め
て
い
た
三

菱
樹
脂
労
組
も
七

O
年
に
支
援
の
打
ち
切
り
を
決
め
、
困
難
な
状

回
に
お
か
杓
た
が
、
不
当
な
最
高
裁
判
決
に
怒
り
憤
っ
た
労
働
者
、

学
生
、
市
民
は
続
々
「
守
る
会
」
に
加
入
し
、
二
千
三
百
人
に
達

し
総
評
、
地
評
の
支
援
を
う
け
る
な
ど
支
援
も
一
回
り
も
二
回

り
も
大
き
く
な
り
、
三
菱
独
占
の
牙
城
、
丸
の
内
で
、
今
ま
で
や

れ
な
か
っ
た
デ
モ
を
成
功
さ
せ
る
な
ど
運
動
も
全
国
に
拡
が
り
、

七
六
年
に
十
二
年
ぶ
り
で
「
職
場
復
帰
」
を
勝
ち
と
り
ま
し
た
。

「
日
本
一
の
巨
象
(
三
菱
独
占
)
を
無
数
の
蛾
(
国
民
)
の
力

で
う
ち
倒
し
た
」
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
乙
の
力
は
さ
ま
ざ
ま
な

労
働
組
合
、
労
働
者
、
市
民
、
文
化
人
、
学
者
、
弁
護
団
な
ど
広

範
な
人
達
の
か
ぎ
り
な
い
支
持
と
、
そ
れ
を
縁
の
下
で
支
え
た
「
守

る
会
」
の
力
で
し
た
。
塙
(
は
な
わ
)
弁
護
士
は
「
高
野
闘
争
の

勝
利
は
、
わ
が
国
の
労
働
運
動
の
歴
史
に
残
る
性
格
を
具
有
す
る
」

と
の
べ
て
い
ま
す
。

山県
閥
会
議
経
一
一
本
定

川治
報
知
」
争
議
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六
九
年
一
月
、
報
知
新
聞
社
に
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
の
労
働
組

合
を
弾
圧
し
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞
を
報
道
の
自
由
を
無
視
し
、
「
自

民
党
機
関
紙
」
に
変
質
さ
せ
た
張
本
人
の
一
人
、
岡
本
武
雄
(
通

称

・
ア
イ
ヒ
マ
ン
)
が
就
任
し
て
き
ま
し
た
。
併
せ
て
、
読
売
新

聞
か
ら
も
組
合
対
策
の
た
め
、
役
員
が
お
く
り
こ
ま
れ
て
き
ま
し

た。

彼
ら
は
弾
圧
分
裂
の
攻
撃
を
報
知
の
三
単
組
に
加
え
、
第
二

組
合
を
結
成
さ
せ
た
。
ま
ず
、
ス
ト
権
放
棄
の
「
平
和
協
定
」
を

押
し
つ
け
、
拒
否
す
る
や
、
年
末

一
時
金
の
不
払
い
、
人
員
整
理
、

暴
力
ガ
ー
ド
マ
ン
の
導
入
、
先
制
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
フ
ァ
ッ
シ

ョ
支
配
を
一
方
的
に
や
り
出
し
て
き
ま
レ
た
。

当
時
、
報
知
の
労
働
者
は
、
劣
悪
な
労
働
条
件
に
お
か
れ
、
見

え
な
い
鎖
に
つ
な
が
れ
て
、

「
今
夜
も
泣
き
泣
き
残
業
、
人
権
尊



重
な
ん
の
そ
の
・
」
の
落
曾
が
社
内
に
密
か
れ
る
ほ
ど
で
レ
た
。

報
知
労
組
は
、
職
場
の
闘
い
を
基
礎
に
労
働
者
を
結
集
し
、
併
せ

て
千
代
田
区
の
争
議
支
援
な
ど
地
域
の
闘
い
の
先
頭
に
立
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
新
聞
労
連
の
中
核
と
し
て
奮
闘
し
て
い
ま
し
た
。

戦
闘
的
な
報
知
労
組
を
つ
ぶ
す
た
め
、
岡
本
が
送
り
と
ま
れ
て
き

た。

ζ
の
重
大
さ
を
感
じ
た
組
合
は
、
六
九
年
に
新
聞
労
連
と
千

代
田
区
労
協
が
中
心
に
な
っ
て
「
報
知
支
援
共
闘
会
議
」
を
組
織

レ
、
争
議
が
進
行
す
る
な
か
で
、
さ
ら
に
総
評
、
総
評
弁
護
団
、

地
評
、
マ
ス
コ
ミ
共
闘
が
参
加
し
「
報
知
争
議
共
闘
会
議
」
を
結

成
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
七

O
年
十
二
月
「
報
知
の
伸
聞
を
守
る

会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
労
働
運
動
に
お
け
る
「
守

る
会
」
は
、
ひ
と
り
争
議
や
組
合
の
活
動
、
財
政
が
弱
く
、
ま
た

第
二
組
合
が
争
議
に
関
係
し
て
い
る
場
合
な
ど
、
自
力
で
闘
う
ζ

と
が
困
難
な
争
議
だ
け
に
、
つ
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
報
知
労
組

は
、
総
評
、
新
聞
労
連
、
地
区
労
に
加
入
し
、
第
一
組
合
と
し
て

多
数
派
を
形
成
し
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
自
力
で
闘
い
の
で
き

る
組
合
で
レ
た
。
な
ぜ
、
「
守
る
会
」
を
結
成
し
た
の
か
l
l，「守

る
会
」
の
代
表
幹
事
の
沼
田
稲
次
郎
氏
(
元
都
立
大
学
総
長
)
は
、

「
報
知
争
議
で
は
憲
法
も
何
も
無
視
し
た
弾
圧
が
起
き
て
い
る
。

労
働
基
本
権
や
言
論
の
自
由
が
奪
わ
れ
る
の
か
ど
う
か
が
争
点

だ
。
被
解
雇
者
を
職
場
に
返
し
、
報
知
を
マ
ス
コ
ミ
反
動
を
阻
止

す
る
ト
リ
デ
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ど
の
組
織
も
応
援
し
な

い
か
ら
作
ら
れ
て
き
た
、

ζ
れ
ま
で
の
守
る
会
を
一

歩
発
展
さ
せ

る
た
め
に
つ
く
る
」
と
助
言
し
て
く
れ
ま
し
た
。
「
守
る
会
」
の

目
的
は
「
懲
法
と
民
主
主
義
を
守
る
た
め
」
と
、
位
置
づ
け
、
労

働
者
、
学
者
、
文
化
人
、
芸
能
人
、
学
生
、
市
民
、
経
営
者
な
ど

報
知
ら
し
い
幅
広
い
八
千
人
の
会
員
を
結
集
し
、
東
京
、
大
阪
を

中
心
に
全
国
に
、
一
二
七
支
部
の
大
部
隊
を
つ
く
り
あ
げ
ま
し
た
。

会
員
は
、
行
商
、
裁
判
傍
聴
、
集
会
、
ビ
ラ
ま
き
な
ど
に
積
鍾
的

に
参
加
し
、
会
費
も
四
年
間
で
一
千
二
百
万
円
を
集
め
、
争
議
支

採
に
大
き
な
力
を
発
慢
し
ま
し
た
。
「
会
」
の
名
称
も
「
守
る
会
」

か
ら
「
勝
た
せ
る
会
」
へ
と
改
め
、
勝
利
の
確
信
を
一
一
層
強
め
、

七
四
年
十
二
月
、
六
年
間
の
争
議
は
「
全
面
勝
利
解
決
」
で
終
結

し
、
岡
本
社
長
は
退
社
し
ま
し
た
。
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労
働
運
動
に
「
守
る
会
」
「
支
援
す
る
会
」
が
参
加
す
る
の
は
、

お
そ
ら
く
日
本
ぐ
ら
い
で
、
外
国
に
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
労
働
組
合
は
、
全
国
的
規
模
の
産
業

別
労
働
組
合
に
組
織
さ
れ
、
産
業
別
の
労
使
の
協
定
は
同
種
の
産

業
の
労
働
者
に
適
用
レ
ま
す
。
組
合
運
動
も
産
業
別
組
合
の
統
制

に
お
か
れ
、
も
し
、
支
部
や
労
働
者
が
資
本
か
ら
攻
撃
を
受
け
る

と
、
産
業
別
の
組
合
は
組
織
を
あ
げ
て
闘
い
、
闘
い
に
責
任
を
も

ち
ま
す
。
日
本
の
労
働
組
合
は
、
会
社
と
と
に
組
合
が
組
織
さ
れ

て
い
る
企
業
内
労
働
組
合
で
す
。

第
二
次
大
戦
が
終
結
し
、
労
働
者
の
多
く
は
住
宅
、
食
糧
不
足

に
苦
レ
み
、
工
場
の
倒
産
や
企
業
整
備
に
よ
る
首
切
り
が
押
レ
ょ

せ
、
そ
れ
に
加
え
て
、
経
度
に
悪
化
し
た
イ
ン
フ
レ
に
よ
り
、
ま

さ
に
飢
餓
状
態
で
し
た
、
労
働
者
は
生
活
と
い
の
ち
を
守
る
た
め
、

職
場
で
事
業
所
で
労
働
組
合
を
つ
く
り
ま
し
た
。
組
合
づ
く
り
も
、

戦
争
中
の
政
府

・
軍
部
に
よ
る
弾
圧
の
た
め
活
動
家
は
少
な
く
、

強
制
的
に
つ
く
ら
れ
た
「
産
業
報
国
会
」
を
改
組
し
た
り
、
会
社

の
労
務
関
係
者
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
組
合
も
多
く
あ
り
、
ほ
と

ん
ど
の
組
合
は
、
会
社
の
名
を
付
け
た
「
O
O従
業
員
組
合
」
「
O

O
労
働
組
合
」
で
し
た
。
そ
の
後
、
産
業
別
に
組
合
が
連
合
し
、

全
国
組
織
を
結
成
し
ま
し
た
。
全
国
一
般
、
全
印
総
連
、
全
国
金

属
な
ど
の
産
業
別
労
働
組
合
も
実
体
は
企
業
内
労
働
組
合
の
連
合

体
で
、
賃
金
、
労
働
条
件
な
ど
の
要
求
を
産
業
別
の
大
会
で
き
め

る
が
、
妥
結
は
、
各
企
業
C
と
の
労
使
交
渉
で
き
め
ま
す
。
外
国

で
は
、
企
業
内
労
働
組
合
は
御
用
組
合
と
み
な
レ
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ヤ
な
ど
で
は
、
反
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
闘
い

を
経
験
し
た
労
働
者
、
幹
部
は
戦
後
、
た
だ
ち
に
、
フ
ァ
シ
ス
ト

に
破
壊
さ
れ
た
全
国
組
織
の
「
産
業
別
単
一
労
働
組
合
」
を
再
建

し
ま
し
た
。

企
業
の
枠
の
中
で
の
組
合
は
、
ま
と
ま
り
や
す
い
長
所
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
弱
点
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
「
企
業
意
識
」

が
あ
り
ま
す
。
資
本
は
労
働
者
に
む
か
つ
て
「
企
業
あ
っ
て
の
労

働
者
」
「
企
業
の
繁
栄
で
労
働
者
の
生
活
向
上
」
な
ど
労
使
一
体

論
や
会
社
が
つ
ぶ
れ
た
ら
、
失
業
す
る
ぞ
と
、
常
に
お
ど
し
を
か

け
て
い
ま
す
。
「
企
業
窓
識
」
を
通
じ
て
労
使
協
調
の
思
想
を
浸

透
さ
せ
、
闘
わ
な
い
労
働
組
合
や
幹
部
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
企

業
意
識
を
定
着
さ
せ
助
長
さ
せ
る
経
済
的
基
盤
に
「
終
身
雇
用
制
」

「
年
功
序
列
型
賃
金
」
や
「
退
職
金
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
最
近

で
は
、
技
術
革
新
の
進
行
の
中
で
、
職
場
の
労
働
者
を
支
配
し
、

反
目
さ
せ
る
「
職
務
給
」
が
導
入
さ
れ
組
合
の
弱
体
化
、
御
用
化

を
強
め
て
い
ま
す
。
賃
金
引
上
げ
を
要
求
す
る
と
「
賃
金
か
雇
用

か
」
で
低
賃
金
に
抑
え
、
労
使
が
対
決
す
る
と
「
企
業
防
衛
」
の 前列中央が小島氏(86年〉

た
め
と
戦
闘
的
な
労
働
者
を
職
場
や
組
合
役
員
か
ら
追
放
し
、
ま

た
、
労
使
協
調
の
組
合
幹
部
を
使
い
第
二
組
合
を
つ
く
ら
せ
た
り
、

組
合
の
弱
点
を
つ
い
て
き
ま
す
。
大
企
業
の
労
働
組
合
で
は
労
使

協
調
路
線
を
歩
ゆ
む
役
員
が
多
数
を
占
め
て
き
ま
し
た
。

日
本
の
労
働
者
の
賃
金
、
労
働
条
件
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
も

っ
て
い
た
春
闘
も
、
八

0
年
代
に
入
り
指
導
力
を
握
っ
て
い
た
総

評
か
ら
、
労
使
協
調
路
線
を
歩
ゅ
ん
で
き
た
同
盟
の
指
導
に
移
つ

り
、
右
よ
り
労
働
戦
線
の
統
一
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
春
闘
要
求

も
大
衆
討
議
が
形
骸
化
レ
、
労
働
者
の
生
活
実
体
を
は
な
れ
、
日

経
連
が
主
張
す
る
(
生
産
性
基
準
原
理
)
と
根
ζ
を
一
つ
に
す
る

「
経
済
と
の
整
合
性
」
を
基
本
に
し
た
要
求
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

日
経
連
は
、
経
営
を
理
解
し
た
賃
金
要
求
に
満
足
レ
、
加
え
て
、

企
業
の
枠
の
中
で
の
「
産
別
自
力
解
決
」
に
よ
る
「
団
交
重
視
、

自
主
決
着
」
の
春
闘
方
針
を
歓
迎
レ
、
労
働
戦
線
の
右
翼
的
再
編

成
に
絶
大
な
期
待
を
よ
せ
て
い
ま
す
。

春
闘
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
少
な
く
な
り
、
沖
電
気
に
指
名
解
雇

が
あ
っ
て
も
、
総
評
、
電
機
労
連
は
全
く
支
援
せ
ず
、
ま
た
東
電
、

石
川
島
播
磨
、
日
産
自
動
車
な
ど
で
は
労
使
に
よ
る
差
別
と
選
別

が
公
然
と
行
わ
れ
、
労
働
組
合
は
、
階
級
的
な
労
働
者
を
暴
力
で

排
除
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
政
府
、
独
占
資
本
が
強
力
に
進
め
て
い
る
「
産
業
の

空
洞
他
」
「
産
業
再
調
整
」
に
よ
り
、
右
よ
り
の
労
線
で
あ
る
鉄

鋼
、
造
船
重
機
、
自
動
車
な
ど
で
首
切
り
、
出
向
、
配
転
が
労
使

協
調
で
進
め
ら
机
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
「
企
業
意
識
」
を
育
成

し
て
き
た
「
終
身
雇
用
制
」
「
年
功
序
列
型
賃
金
」
が
崩
れ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
レ
て
組
合
に
対
す
る
不
信
も
拡
が
っ
て
い
ま
す
。

職
場
の
要
求
に
依
拠
レ
、
企
業
の
枠
を
乙
え
た
闘
い
を
組
織
す

る
た
め
に
は
、

ζ
れ
ま
で
の
「
守
る
会
」
や
争
議
の
経
験
を
生
か

し
た
闘
い
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

円
守
る
溢
レの)一
we

運
営

J

に
つ
い
て
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「守る会」運動で合宿。

争
識
が
発
生
し
、
独
自
解
決
や
産
別
組
織
で
の
解
決
が
困
難
に



な
る
と
、
他
の
産
業
の
労
働
組
合
や
地
域
の
労
働
組
合
、
民
主
団

体
や
労
働
者
に
支
援
を
も
と
め
て
き
ま
す
。
そ
ζ
で
「
支
援
共
闘

会
議
」
や
「
守
る
会
」
「
支
援
す
る
会
」
が
つ
く
ら
れ
、
運
動
を

大
き
く
発
展
さ
せ
て
い
ま
す
。
労
働
者
の
階
級
性
、
連
帯
性
で
す
。

「
守
る
会
」
は
企
業
の
枠
を
こ
え
た
組
織
で
、
運
動
も
き
わ
め
て

柔
軟
で
原
則
的
で
す
。
労
働
者
の
要
求
を
大
切
に
す
る
組
織
で
す

か
ら
、
企
業
か
ら
き
ら
わ
れ
、
労
使
協
調
路
線
を
と
る
労
働
組
合

幹
部
か
ら
は
支
持
が
あ
り
ま
せ
ん
。
攻
撃
も
露
骨
に
か
か
っ
て
き

ま
す
。
「
共
闘
会
議
」
や
「
守
る
会
」
の
命
は
支
援
し
て
く
れ
る

労
働
組
合
や
民
主
団
体
、
個
人
と
の
団
結
を
強
め
る
ζ
と
で
あ
り
、

そ
の
た
め
民
主
的
運
営
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
く

に
「
守
る
会
」
「
支
援
す
る
会
」
の
会
員
は
、
自
ら
の
ふ
と
と
ろ

か
ら
会
費
を
出
し
、
会
議
に
は
自
腹
を
き
っ
て
参
加
し
、
会
員
を

ふ
P
す
た
め
に
は
、
友
人
に
一
杯
飲
ま
す
と
と
も
あ
り
ま
す
。
会

員
に
な
っ
た
た
め
、
会
社
か
ら
に
ら
ま
れ
差
別
や
不
当
な
配
転
な

ど
を
う
け
た
人
も
い
ま
す
。
「
守
る
会
」
は
、
不
当
に
首
を
切
ら

れ
た
労
働
者
を
救
う
た
め
自
覚
を
も
ち
自
発
的
に
参
加
し
て
る
会

員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
実
践
は
、
き

わ
め
て
高
い
ヒ
ュ

ー
マ
ニ
ズ
ム
に
あ
り
ま
す
。

ζ
の
と
と
は
、
労

働
組
合
の
原
点
と
ま
っ
た
く
同
一
、
共
通
性
を
も
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
労
働
組
合
は
、
入
社
と
同
時
に
自
動
的
に
労
働
組
合
に
加

入
さ
れ
、
組
合
費
を
徴
収
さ
れ
、
組
合
の
指
令
は
、
機
関
決
定
と

称
し
、
自
ら
の
思
想
、
信
条
ま
で
侵
害
す
る
特
定
政
党
支
持
ま
で

押
し
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
昔
、
フ
ラ
ン
ス
労
働
総
同
盟

(C
G

T
)
の
鉄
道
労
働
者
の
生
活
を
テ
レ
ビ
で
み
ま
し
た
ら
、
組
合
資

を
役
員
が
ひ
と
り
、
ひ
と
り
に
会
っ
て
集
め
、
そ
の
時
、
要
求
や

組
合
の
不
満
な
ど
を
聞
き
、
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。
労
働
組
合

か
ら
自
覚
、
自
発
性
を
怒
っ
て
、
決
ま
っ
た
と
と
を
上
か
ら
命
令

す
る
ζ
と
に
な
っ
た
ら
ま
さ
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
組
織
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
「
守
る
会
」
は
、
ま
た
、
労
働
者
だ
け
で
な
く
、
国

民
各
層
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
市
民
、
学
生
、
学
者
、

文
化
人
な
ど
の
参
加
者
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
三
菱

樹
脂
高
野
君
の
闘
い
は
、
労
働
基
本
権
と
態
法
を
守
る
民
主
主
義

擁
護
の
闘
い
で
あ
り
、
報
知
の
闘
い
は
、
労
働
基
本
権
と
報
道
の

自
由
を
守
る
民
主
主
義
の
闘
い
で
も
あ
り
ま
し
た
。
沖
電
気
の
闘

い
は
、
指
名
解
雇
と
い
う
フ
ァ
シ
ョ
的
な
労
働
基
本
権
や
民
主
主

義
を
否
定
す
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
闘
い
で
し
た
。

「
守
る
会
」
は
き
わ
め
て
、
大
衆
的
で
民
主
的
な
組
織
で
す
。

手
弁
当
で
参
加
す
る
会
員
が
、
楽
し
く
、
生
き
が
い
を
も
っ
運
営

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
会
の
運
営
は
、
参
加
者
ひ

と
り
ひ
と
り
の
意
見
、
要
求
そ
し
て
創
造
的
な
提
案
を
引
き
出
し
、

み
ん
な
で
「
よ
し
」
や
ろ
う
と
考
え
を
ま
と
め
ま
す
。
し
か
レ
実

行
す
る
に
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
条
件
や
希
望
を
出
し
、
力
あ
る

も
の
は
力
、
金
の
あ
る
も
の
は
金
、
知
恵
の
あ
る
も
の
は
、
知
恵

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
揮
し
て
も
ら
い
ま
す
。

多
く
の
「
守
る
会
」
の
経
験
に
よ
る
と
、
幹
事
会
を
き
ち
ん
と

聞
き
、
機
関
紙
を
定
期
的
に
発
行
し
、
会
費
は
か
な
ら
ず
集
め
る
。

ζ
の
ζ
と
が
「
守
る
会
」
活
動
を
成
功
さ
せ
る
基
本
と
な
っ
て
い

ま
す
。活

動
の
具
体
的
内
容
は
①
組
織
、
②
財
政
、
③
宣
伝
、
法
廷
闘

争
な
ど
の
四
本
柱
に
な
り
ま
す
。

涼
電
気
象
議
漆

mm…日以

羽
支
援
承
る
会
」

一
九
七
八
年
十
一
月
、
沖
電
気
の
会
社
は
不
当
に
も
三

O
O人

の
労
働
者
に
対
し
、
「
指
名
解
雇
」
を
強
行
し
、
残
念
な
が
ら
「
指

名
解
雇
」
反
対
闘
争
を
組
む
べ
き
沖
電
気
の
労
働
組
合
は
ζ
の
ζ

と
を
是
認
し
ま
し
た
。
会
社
の
暴
拳
に
全
国
か
ら
非
難
や
怒
り
が

湧
き
お
ζ
り
、
不
当
な
「
指
名
解
雇
」
に
反
対
し
闘
う
沖
電
気
の

仲
間
を
支
援
す
る
労
働
者
、
市
民
、
学
者
、
文
化
人
は
一
日
一
日

と
ふ
え
て
き
ま
し
た
。
被
解
雇
者
の
う
ち
六
一
人
は
す
ぐ
さ
ま
「
沖

電
気
の
不
当
解
雇
を
撤
回
さ
せ
る
会
」
(
撤
回
さ
せ
る
会
)
を
結

成
し
、
全
国
の
労
働
者
、
市
民
、
学
者
、
文
化
人
な
ど
国
民
各
層

に
支
援
を
訴
え
ま
し
た
。

ζ
の
支
援
に
こ
た
え
、
十
二
月
に
は
有

志
か
ら
「
沖
電
気
を
指
名
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
と
連
帯
し
て
共
に

た
た
か
う
会
」
へ
の
加
入
が
よ
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

沖
電
気
争
議
に
ふ
さ
わ
し
い
支
援
体
制
、
組
織
づ
く
り
の
た
め
、

支
援
す
る
人
達
や
、
争
議
経
験
者
な
ど
が
連
日
、
時
に
は
泊
り
込

み
で
討
議
し
、
七
九
年
三
月
六
日
、
ニ

O
O人
の
参
加
で
発
足
総

会
が
行
な
わ
れ
、
会
の
名
称
を
「
指
名
解
属
さ
れ
た
沖
電
気
の
伸

聞
を
支
援
す
る
会
」
(
支
援
す
る
会
)
と
し
ま
し
た
。

(会
則
・
役
員
、
総
会
決
議
は
「
入
会
の
よ
び
か
け
」
参
照
)

第一

団
幹
事
会
で
は
、
会
員
の
加
入
を
よ
び
か
け
を
全
国
に
訴

え
ま
し
た
。
全
国
の
職
場
、
地
域
、
学
園
か
ら
た
だ
ち
に
、
三
五

0
0人
が
会
員
に
応
じ
、

引
き
続
き
拡
大
を
続
け
、
争
議
解
決
に

は
一
万
四
千
三
百
六
十
五
人
に
達
し
、
守
る
会
運
動
で
は
、
最
高

水
準
に
達
し
、
争
議
支
援
の
行
動
、
財
政
に
大
き
な
力
を
発
憎
押
し

ま
し
た
。一宮川

E
S
W
奈
の
一
選
夜
、
が

勝
利
の
一
因

八
組
織
V

組
織
と
言
う
の
は
、
キ
チ
ン
と
し
た
指
導
が
で
き

な
付
れ
ば
運
動
は
進
歩
し
な
い
|
東
京
で
は
、
千
代
田
区
(
的
支

部
、
一
千
三
百
人
)
中
央
区
(
日
支
部
、
三
百
五
十
一
人
)
、

蛍
島
区
(
叫
支
部
、
二
百
人
)
。
三
多
摩
地
区
(
引
支
部
、
六
百

四
十
九
人
)
。
群
馬
(
削
支
部
、
八
百
九
人
)
。
埼
玉
(
“
支
部
、

六
百
六
十
九
人
)
。
な
ど
が
、
支
部
と
し
て
運
営
さ
れ
た
が
、
幹

事
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、
活
動
を
総
括
し
、
乙
ま
め
に
行
動
を

組
ん
だ
と
ζ
ろ
で
は
、
争
議
団
と
「
会
」
の
人
間
的
な
つ
な
が
り

も
強
ま
り
、
支
援
の
強
化
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
活
発
で
な
い
支

部
で
は
、
幹
事
会
が
、
お
も
し
ろ
く
な
く
て
、
だ
ん
だ
ん
と
聞
か

れ
な
く
な
っ
た
り
し
た
と
ζ
ろ
が
多
く
、
会
費
の
納
入
や
、
行
事

へ
の
参
加
も
悪
く
な
り
ま
し
た
。
活
性
化
の
た
め
支
援
デ
ー
を
設

け
た
と
ζ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

会
員
が
三
人
以
上
は
、
支
部

(
班
)
と
レ
て
、
ニ
ュ

ー
ス
の
配

布
や
連
絡
を
し
ま
し
た
。
支
部
数
は
、
六
百
二
十
九
で
、
会
員
数

は
、
全
国
で
、
一
万
四
千
三
百
六
十
五
人
に
な
り
ま
し
た
。
支
部

の
代
表
に
、
定
期
的
に
、
葉
替
や
手
紙
で
、
幹
事
会
だ
よ
り
や
訴

え
を
届
け
る
な
ど
の
工
夫
も
、
大
切
で
し
た
。

ふ
や
し
方
で
す
が
、
ま
ず
家
族
、
そ
し
て
友
人
。
ζ
と
で
、
ふ

や
せ
る
か
ど
う
か
が
一
つ
の
鍵
で
し
た
。
親
レ
い
人
に
訴
え
れ
ば
、

反
応
も
よ
い
し
、
元
気
が
で
る
。
そ
し
て
沖
電
気
の
職
場
や
、
電

機
の
中
へ
。
電
機
で
は
、
約
五
十
支
部
(
一
千
三
百
人
)
の
組
織

に
な
り
、
「
電
機
総
行
動
」
の
実
戦
部
隊
と
し
て
、
大
活
闘
で
し

た
。
地
方
で
は
、
沖
電
気
の
本
社
の
あ
る
港
区
(
東
京
)
で
七
十

四
支
部
(
一
千
三
百
十
九
人
)
が
組
織
さ
れ
ま
レ
た
が
、
乙
の
数

は
地
域
別
の
最
高
と
な
り
ま
し
た
。
県
単
位
で
は
、
宮
城
、
岡
山

で
支
部
が
発
足
し
、
特
に
、
宮
城
県
で
は
、
被
解
雇
者
の
中
屋
重

勝
さ
ん
の
お
母
さ
ん
の
、
ね
ば
り
強
い
運
動
に
よ
り
、
四
百
二
十

人
の
会
員
に
発
展
し
ま
し
た
。

争
議
団
の
事
務
所
へ
、
電
話
や
手
紙
が
来
た
ら
、
必
ら
ず
入
会

を
勧
め
る
な
ど
い
つ
で
も
、
ど
と
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
つ
な
が
り

で
訴
え
る
を
、
基
本
に
し
ま
し
た
。
支
部
に
属
さ
な
い
個
人
会
員

は
、
全
国
で
約
三
千
人
。
特
に
東
京
や
神
奈
川
が
多
く
、
そ
の
う

ち
女
性
会
員
は
、
四
四
Mm
で
し
た
。

争
議
団
へ
の
、
衣
類
、
お
菓
子
、
文
具
、
く
だ
も
の
:
の
カ
ン

パ
や
、
励
ま
し
手
紙
の
多
く
は
、
女
性
の
人
た
ち
か
ら
の
も
の
で

し
た
。
毎
年
必
ら
ず
、
争
議
団
の
子
ど
も
た
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ

っ
た
り
、
正
月
に
は
、
重
箱
一
杯
の
ご
ち
そ
う
の
差
入
れ
。

二
人
の
カ
メ
ラ
マ
ン
は
、
沖
電
気
を
撮
り
つ
づ
け
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
「
ル
ポ
タ
ー
ジ
ュ
研
究
会
」
の
仲
間
は
、
ペ
ン
で
沖
電

気
争
議
を
共
に
闘
い
ま
し
た
。
全
国
オ
ル
グ
で
は
、
争
議
団
に
宿

を
提
供
し
た
り
、
食
事
の
世
話
ま
で
し
て
く
れ
た
会
員
。
こ
の
よ

う
に
、
全
国
の
た
く
さ
ん
の
人
が
、
「
会
」
に
組
織
さ
れ
、
勝
利

ま
で
心
を
結
び
な
が
ら
支
援
を
続
け
た
。

八
財
政
V

財
政
は
闘
い
の
バ
ロ
メ
ー
タ
。

H

五
万
人
の
「
支

援
す
る
会
」
で
沖
電
気
争
議
を
勝
利
さ
せ
よ
う
H

が、

「
会
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
し
た
。

ζ
れ
は
毎
月
一
千
万
円
の
闘
争
資
金
が
あ

れ
ば
、
財
政
面
で
勝
利
で
き
る
と
い
う
点
か
ら
で
す
。
沖
電
気
争

議
で
は
、
行
商
、
募
金
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
支
援
す
る
会
の
四
つ
が

財
政
の
柱
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
行
商
が
順
調
に
伸
び
な
か
っ

た
争
議
開
始
の
一

5
二
年
は
、
支
援
す
る
会
の
会
費
が
大
き
な
ウ

エ
イ
ト
を
占
め
ま
し
た
。

「
会
」
が
集
め
た
、
会
費
、
カ
ン
パ
は
、
一
億
四
千
万
円
。
毎

378 



月
一
万
円
の
カ
ン
パ
を
続
け
て
く
れ
た
青
年
。
労
働
組
合
ぐ
る
み

で
、
総
額
八
百
万
円
を
ζ
え
た
あ
か
っ
き
印
問
所
の
支
部
。
会
開
閣

を
集
め
る
た
め
と
、
会
員
の
自
覚
の
た
め
に
、
定
期
券
入
れ
の
大

き
さ
の
「
会
員
証
」
を
発
行
し
た
支
部
な
ど
で
の
、
会
員
の
納
入

率
は
良
か
っ
た
。

ま
た
、
全
国
の
会
員
に
は
、
ニ
ュ
ー
ス
を
送
る
時
に
、
郵
便
局

の
払
込
通
知
票
を
同
封
し
ま
し
た
。

八
宣
伝
V

組
織
の
拡
大
、
会
費
の
集
め
、

ζ
れ
を
や
る
上
で

機
関
紙
の
果
す
役
割
は
重
要
。
機
関
紙
中
心
の
活
動
と
し
て
連
載

マ
ン
ガ
入
り
の
「
は
た
ら
く
」
は
、
発
足
以
来
毎
月
一
回
平
均
二

万
五
千
部
が
作
ら
れ
、
会
員
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
「
人
間
ら
し

く
働
き
生
き
る
」
と
い
う
ζ
と
を
問
い
続
け
た
「
は
た
ら
く
」
は
、

「
元
気
が
で
る
新
聞
」
「
読
み
や
す
い
」
「
日
窓
全
体
の
動
き
も

わ
か
り
勉
強
に
な
る
」
な
ど
好
評
で
し
た
。
ま
た
、
豊
島
区
(東

京
)
の
支
部
な
ど
は
、
独
自
の
支
部
ニ
ュ
ー
ス
も
発
行
し
ま
し
た
。

八
法
廷
闘
争
な
ど
V

運
動
を
法
廷
に
持
ち
込
む
|
傍
聴
者
で

い
っ
ぱ
い
に
。
裁
判
傍
聴
に
は
、
た
く
さ
ん
の
会
員
が
参
加
し
、

争
議
団
側
の
証
人
を
励
ま
す
と
同
時
に
、
沖
電
気
の
H

首
切
り
は

自
由
だ
M

と
い
う
主
張
に
怒
り
を
共
有
し
、
闘
い
を
拡
げ
ま
し
た
。

宮
城
県
の
支
援
す
る
会
は
、
重
要
局
面
で
は
、
必
ら
ず
代
表
を

派
遣
し
ま
し
た
。
海
事
検
定
の
伸
聞
は
皆
勤
で
参
加
。
ま
た
争
議

支
援
の
各
種
集
会
に
も
、
会
員
は
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。

楽
し
く
な
り
れ
ば
、
ダ
メ
だ
。
交
流
を
深
め
る
た
め
に
は
多
彩

な
レ
ク
レ
l
シ
ョ
ン
が
重
要
。
「
会
」
の
催
し
で
一
番
大
き
か
っ

た
の
は
、
パ
ス
四
台
で
の
H

尾
瀬
ハ
イ
キ
ン
グ
H

。
沖
電
気
争
議

団
の
「
乙
ぶ
し
バ
ン
ド
」
が
活
躍
し
た
歌
声
喫
茶
。
人
形
劇
で
争

議
を
訴
え
た
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
。
沖
電
気
工
場
め
ぐ
り
。
映
画
会

(
は
だ
し
の
ゲ
ン
。
あ
し
た
の
火
花
。
ド
レ
イ
工
場
な
ど
)
。

ス
キ
l
o
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
。
も
ち
つ
き
大
会
。

登
山
。
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
。
平
和
の
集
い
一
つ
ひ
と
つ
の
っ
と
い

は
、
「
会
」
と
争
議
団
の
連
帯
と
団
結
を
強
め
ま
し
た
。

ム
ゆ
ふ
ウ
ム
ψ
A
V

「
は
た
ら
く
」
の
縮
刷
版
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
、
の
声
援
に
よ

り、

ζ
の
本
が
、
で
き
ま
し
た
。
小
さ
な
「
新
聞
」
が
神
電
気
争

議
の
H

組
織
μ

の
た
め
に
、
大
き
な
役
割
を
持
ち
ま
し
た
が
、
十

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ζ
の
本
が
、
踏
み
台
に
さ
れ
、
機

関
紙
づ
く
り
が
、
発
展
す
る
と
と
を
期
待
し
ま
す
。
(
松
謙
)
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